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E-mail
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活動報告[Activity Report] 

タイトル[Course Title] 

実施期間[Periods]

共同実施者

肥満関連疾患の新規治療法開発を目指す最先端の研究に触れる

12025/5/4-2025/5/l l 

なし
[Otherpaticipants] 

言語[Language] I英語、 日本語

実施場所[Location] |マックスプランク代謝研究所
この活動に参加した理由(200字程度） ［The reason why you participated in this activity (around 120words)] 
私は肥満治療のターゲットとして注目される熱産生脂肪細胞について研究を行っているが、汎動物学

特論で伊澤博士の「肥満と睡眠を関連付ける神経メカニズムの解明」についての講義を聴講し、神経に
よる代謝調節から肥満治療を目指す、というアプロ ー チに興味を持った。そこで、伊澤博士の所属する
マックスプランク代謝研究所を訪れ、代謝学と神経科学という異分野を融合させた研究の場を見学し、
肥満というヒトと動物双方の課題解決に向けたOne Healthに基づく最前線の研究技術を学びたいと考え
参加した。

実施内容(2ページ程度、写真・図表含む）
[Activities details (up to 2 pages providing photos, figures, and tables)] 

本活動では、受入先のマックスプランク代謝研究所B1uning研究室の他、伊澤博士の紹介で、同じキャ
ンパス内に位置するマックスプランクAgeing研究所のShaefer研究室とAntebi研究室の訪問も行った。

マックスプランク代謝研究所外観 マックスプランクAgeing研究所外観






